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第 6学 年 2組  防 災教育活動指導案
平成 16年 5月 3 1日  第 3時限 6年 2組教宝 指 導者 黒 柳 賞 声1

「いざと高うときのためにJ

2  回  標

(1)大 地震が起きた時の安全な行動の仕方を理解することができる。

(2)地 域の防災対策や家庭の防衣体制について関″いを持ち、より安令なくらし方を考えること

ができる。

3 革 元にかける願い

本校は昨年度より防災教育に本杵的に取りfLみ、その集大成として 「花小防災フェスタ 2003J

を実施した。本学級の児童も そ の中で救急法を学んだり 非 常食体験をしてjt災教育に興味を示

すようになり、本年度も継続的に取 り組むことによって、防災の実践力を高めたいと考えている。

愛 Ll県防災対策宝は 5月 18日 に 「危険度予測マッブJを 発表した。こオ1によると本校学区は県

内でも特に危険度が高い地域であることがわかった。そこで、本年度は ま ず 向 分たちの地域の

危険性を再認識する場面からスター トし そ こから、「自分たちのできること 家 庭での防災対策J

などを考える学習計画を考えた。また 学 校での学習を地域へ広めるため 作 時間活用する学習カ

ー ドの中に 「私たちからの提声Jの コーナーを作 り 学 校での防次が家庭 地 域に広がっていくこ

とを願っている。

さらに、本学級の保護者の中に 全 日本防災連絡協議会の委員がみえ、その専門家の協力を得る

ことによって、誰にでも簡単にできる防災方法を体験させ、防災に対する意欲をより高めるととも

に 実 践力を身につけさせたいと考えている。

4  学 習討向 ( 1 1時 間完 F )

( 1 )速 難ヨH練         ・                ( 1時 間)

( 2 )我 が家の防災対策を考えよう                 ( 2時 間)本 時 1 / 2

( 3 )速 難r t練       ・          ・    ・    ( 1時 間)

〈4 )「花小防災フェスタ2 0 0 4 1  ‐                ( 6時 間)

( 5 )学 習のまとめ                        ( 1時 間)

5  本 時の学習

( 1 )日  標

「危険度 予想マ ッブJか ら自分たちの地域が危険である ことを理解 し、防災意識を高める

ことができる。

家 具の転倒防 Lの工夫を体感 し、身近なケガの予防な どよ り安全な くらしのために、何を

すべきか考えることができる,
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(2)準  備

教 師

jt_域の先■

(3)展  開

ビデオブロジェクター 学 科カード

侵災のビデオ 家 具の模型とケルマット (転倒防lL用品)

2 ( )

(4):r 価

Ⅲ 危lF度 予想マ ッブ |よ

安合な くらしのために

はじめのあいさつ

幸」カー トの配布

充岡0こ の地図 な に?

予想意 壮を書き 発 言する

発問0「 僕たち 私 たちからの提声Jを 言こう

防災提 言を書く→発表の場旧i

お礼の言葉と終わりのあいさつ

２

　

９

消防署 常 11さんの紹介

地震究害のビデオ視聴 (2～ 8分 )

テーマ 1作J峡の恐怖と丙尾地区の化険岐 |

与円家、村松さんのイF介

家具などの転倒防止の に夫について お 話を聞く

※途中 向 由に質問してもよい

0ベ ットボトルによる文演

2ハ ネルなどを使って全体の説Bll

e転小,防にの体験宇習 (ゲルマットによる家具のずれ防 1)

1に旋 と卜抑T P !か

に)西に 市●様 子をつか

み辿【 に対す る七機は

を1 1つことがてきる

i 肖" 署 " ル , t ● 地 震

技告 特 に家, い 倒l b

や宝 単●, 転削 による級

告 ケ " , , たはを聞き

事由ゆ 劇束か必要であ

る ことを1 叫均イ月 ること

が 〔きる

Ⅲ近なケカの 予力とし

て家 , |す)ヤ1定, i  t t■l Jで

ある ことを叫好 し そ

の l l l としてゲルマ ッ

トい効 果を生体験コる

ことがで=る

高 まった , 次 ま蔽をや

とに 「 ケナⅢ家のl l l 状

を振 りj とい よ , 安 ↑

な くらしのため , モ

きること す ′ヽ きこと

とまとめ 家 帆に■| え

ることかできる

質問タイム (2

のお話を聞く

ヽ 3分 )→ 発言の場面

発出2「 倒収の恐怖と西尾地区の危険度Jのお話を聞いたは想

をまとめよう

意見 感 想を書く→究言の場面

保護子の方々へ 各 家庭で もできる防災対策女 を 文 章にまとめ

る

「いざと言うときに、今できることはJ

「家具の転倒などでケガをしないようにするためにはJ

「こんな事をしてほしい。こうしたら安令だよJ

り地震に対する危機感を持ち 古 まった防災ま談をもとに よ り

何をすべきか考えることができる。(尭去の様 子 学 ‖カド)

時間 活 動  内  容 授業のホイント
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